
25り

　

び
蒙
古
文
の
巴
林
橋
修
理
碑
二
方
を
置
く
。
倶
に
高
さ
七
尺
、
寛
さ

　

三
尺
許
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

と
あ
る
豪
古
文
碑
に
富
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
土
本
局
の
人
挫
の
努

力
で
こ
の
碑
が
漢
滅
か
ら
免
れ
え
た
事
は
幸
で
あ
る
。

　
　

’

　

ま
た
庖
昌
城
址
に
は
爾
断
さ
れ
た
「
新
廸
舗
學
記
」
碑
が
桑
原
博
士

等
の
訪
ね
ら
れ
た
時
と
同
じ
く
草
榛
の
間
に
放
置
さ
れ
仁
ま
ゝ
に
あ
る

こ
と
を
須
佐
氏
の
見
聞
録
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
た
ざ
」
の
見
聞
録

に
「
筆
者
の
今
迄
知
る
限
り
學
界
の
人
々
で
此
の
地
（
態
i
l
l
試
）
を
訪

ね
記
‐
こ
と
を
聞
か
な
い
」
と
あ
る
が
、
須
佐
氏
に
先
だ
っ
三
十
年
前
に

學
界
の
第
一
人
者
に
よ
っ
て
探
訪
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
桑
原
博
士

の
「
東
蒙
古
紀
行
」
‐
が
古
い
歴
史
地
理
誌
に
掲
載
さ
れ
須
佐
氏
の
如
く

満
蒙
史
研
究
の
専
門
家
の
限
に
す
ら
鯛
れ
に
く
ｓ
な
っ
て
ゐ
仁
こ
と
は

誠
に
諺
憾
の
極
み
で
あ
っ
だ
。
そ
の
意
味
か
ら
も
こ
の
度
、
桑
原
博
士

の
支
那
蒙
古
族
行
記
が
纒
ま
っ
た
軍
行
本
と
し
て
見
易
く
な
っ
北
こ
と

は
學
界
の
至
幸
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　

（
森

　

附
記
）

　
　
　
　
　
　

山
‐
西

　

旅

　

行

　

の

　
　

去
る
二
十
七
日
に
、
北
京
に
も
ど
り
ま
し

・
だ
。
暫
南
の
放
は
か
な
り
期
待
が
大
き
か
っ

　

た
だ
け
に
悲
親
し
、
晋
北
の
放
は
初
め
か
ら

　

大
し
た
希
望
も
な
か
っ
た
、
そ
れ
だ
け
に
憲

　

遠
の
政
址
や
李
克
用
の
墓
、
さ
て
は
七
巌
山
。

　

へ
行
く
こ
と
が
出
来
だ
の
は
う
れ
し
い
こ
と

　

で
し
た
。
城
は
繁
峙
敵
城
、
廣
武
駆
械
、
原

　

平
甑
址
？
（
今
の
原
平
附
近
は
矢
張
り
漢
の

　

遺
跡
地
で
す
)
'
際
の
石
城
等
。
定
巌
に
は
Ｉ

　

週
鎔
滞
在
し
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
新
し
い
事

　

雲
は
っ
き
と
め
得
ず
た
ｙ

　

出
来
れ
ば
笹
だ
幸
で
す
。
七
巌
山
で
は
八
路
’

　

に
狙
乖
を
受
け
大
い
に
あ
わ
て
た
で
す
。
太

牧

　

穫

原
で
暑
気
に
あ
た
り
、
大
同
へ
廻
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
・
七
月
二
日

　

（
小
野
勝

年
氏
よ
り
日
比
野
宛
）

　

恵
遠
の
故
批
と
い
ふ
の
は
自
仁
巌
寺
の
こ

　

』
で
、
地
志
に
よ
れ
ば
、
代
州
の
西
北
三

　

十
四
里
、
白
仁
ご
と
。
い
ふ
瓦
石
の
上
に
あ

　

し
９
、
恵
痕
が
創
建
し
た
と
い
は
れ
る
寺
で
。

　

あ
る
。
上
思
遠
は
雁
門
檎
煩
の
人
で
あ
る

　

Ｉ
明
の
重
建
に
か
？
９
、
今
は
た
ｙ
乾
隆

　

の
碑
・
が
あ
る
の
み
で
他
に
古
物
は
な
い
や

　

う
に
思
ふ
。
七
巌
山
と
は
定
襄
麻
の
東
南

　

に
、
あ
る
端
山
で
、
山
に
七
洞
が
あ
る
の
で

　

そ
の
名
が
生
じ
た
と
い
は
れ
る
。
今
は
代

王
夫
人
を
祀
る
と
い
ふ
聖
母
祠
が
あ
る
が

六
朝
加
ひ
唐
に
か
け
て
は
佛
寺
と
ル
で
柴

え
た
と
み
え
、
六
朝
の
造
像
な
ど
も
も
の

の
本
に
は
若
干
著
録
さ
れ
て
ゐ
る
。
慈
畳

大
師
も
、
五
豪
山
の
峰
途
定
襄
脈
七
巌
寺

に
泊
つ
だ
こ
と
が
巡
破
行
記
に
み
え
る
。

繁
峙
敵
披
は
、
今
の
脈
城
の
東
に
あ
り
、

北
魏
よ
り
隋
初
に
至
る
間
の
も
の
。
原
平

脈
址
は
今
の
原
年
銀
の
北
方
に
あ
る
漢
の

敵
城
で
あ
る
。
際
の
石
城
と
い
ふ
の
は
後

魏
の
石
城
噺
で
、
地
志
に
よ
る
と
今
日
の

障
脈
治
が
帥
も
そ
れ
で
あ
る
と
記
し
て
ゐ

る
が
、
或
は
ま
だ
別
に
そ
の
敵
址
が
あ
る

の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　

（
日
比
１
　
　
附
記
）
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